
「子ども新聞プロジェクト2019」に参加し
ました。今年は北海道の取材でした。北海道
は2018年に最大震度７の大地震が起こり、
北海道各地で大きな被害がありました。子
ども達と共に被害のあった場所を取材して
まわりました。この三日間で被災した直後の
様子や、まだ復興が進んでいない様子など
を見たり聞いたりすることができました。
今回の活動に参加することで、テレビの

報道ではわからなかったことを知ることや、
見ることができました。今では、この地震に
関する報道はされていないと思います。しか
し、実際に目にしたものは、まだまだ復興が
進んでいない様子でした。ひび割れたまま
の道路や崩れたままの建物、土砂崩れによ
って流された木々など、それらから地震の被
害がどれだけ大きいものか感じ取ることが
できました。今ではこういった現状が伝えら
れることは少なく、実際にその場所に行かな
いとわからないのだと感じました。また、今
回の活動を通して、これまでに起こった大
地震を忘れずに、そこから学んでいかなけ

ればならないと考えました。そして、子ども
たちにいかに地震の怖さを伝えるべきか考
えました。子どもたちは心のどこかで、「地震
は起こらないだろう」「自分は大丈夫だろ
う」と考えている様子があります。そんな子
ども達に対して、日々の授業や避難訓練な
どで地震に対する意識を高めさせる必要が
あると思いました。そのためには、今回の活
動で知ったことを子どもたちに伝えていこ
うと思いました。地震が起きたときには津
波、土砂崩れ、液状化など、地震以外の災害
が起こると子どもたちに教え、それらの対
策を一つ一つ考えさせたいと思いました。
今回、北海道の被災地を取材することで、

地震による被害がどれだけのものかわかり
ました。地震に対して自分はどれだけ準備
や対策ができているか、振り返ることがで
きました。また、これから起こりうる地震に
対し、自分の命を守るための行動を子ども
たちと共に考え、身に付けさせたいと思いま
した。
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子ども新聞プロジェクト２０１９

青
少
年
赤
十
字

津市立一身田小学校（指導者） 稲垣 潤也
北海道の地震から学んだこと

僕は、子ども新聞プロジェクトに参加して
がけ崩れの現場を実際に見て、一番初めに
「こわい」と思いました。家が道路をまたい
で流されてそのまま立っていたり、木が何本
も立ったまま、まとめて流されていたりする
光景は地震の強さを物語っていました。2日
間にわたってたくさん取材させていただき
ましたが、特に心に残った取材地は厚真中
央小学校でした。
厚真中央小学校では、僕たちも同じ小学

生ということもあり、地震が起きたら僕たち
の普段の学校生活がどのようになるのか実
感しました。たとえば理科室のビーカーなど
の実験器具が割れてしまったり、プールが
使えなくなったりしました。この夏も水泳の
授業はとなりの小学校へバスで行き、たっ
た２回しかできなかったそうです。地震から

ほぼ１年たった今でもこのように子ども達
の生活に影響があるのを知って驚きました。
また、震災後は避難訓練が増えたのだろ

うと思っていた僕たちの予想に反し、一度も
避難訓練をしていなかったのは、取材をして
質問をしなければわからないことでした。学
校の壊れてしまった部分を見て地震を思い
出してしまい、授業が受けられない子もいた
ため、心のケアを優先しているからでした。
防災の取組も印象的でした。普段から児

童一人ひとりの椅子に防災頭巾をかけてお
くことや、理科室の戸棚が開かないように
ひもをかけておくことなど、僕の小学校でも
すぐできそうなことだと思うので、みんなに
伝えようと思いました。
地震の被害は、地震直後たくさんニュー

スで報道されるけれど、時間がたつにつれ
て報道されなくなっていきます。今回行った
厚真町についても今はあまり報道されてい
ません。取材した方の話によると、半年で半
分も忘れてしまうそうです。忘れないために
も伝えていかないといけないと思いました。
僕の住んでいる三重県津市も巨大地震が
いつ起こってもおかしくないと言われてい
ます。地震が起きた時に後悔しないように
今できる準備はしておかなければいけない
と思いました。

「子ども新聞プロジェクト2019」が実施
されました。今年の子ども記者は東海3県に
住む小学生11人。三重県からは、津市立一
身田小学校の立藤すみれさんと津市立栗
真小学校の土保篤樹さんが参加しました。
子ども新聞プロジェクトは、東日本大震

災の後、日本赤十字社愛知県支部・岐阜県
支部・三重県支部が、朝日新聞社と共に毎
年実施している事業です。防災・減災をテー
マに、青少年赤十字に加盟する小学校の児
童が現地を訪問して、青少年赤十字の態度
目標である「気づき、考え、実行する」を実践

する活動です。
本年度は、昨年9月6日に起きた「北海道

胆振東部地震」で大きな被害を受けた厚真
町、安平町、むかわ町を中心に取材を行いま
した。
子ども記者となった皆さんは、現地取材

の前に事前研修会を行って取材の準備をし
ました。そして、7月13日から2泊3日で現地
取材を行い、現地取材中はワークショップを
行ってみんなで取材を振り返り、7月20日に
最終の編集会議を行って記事を作成しまし
た。

津市立栗真小学校 6年　土保 篤樹
厚真中央小学校を訪問して

私は7月13日から15日まで、北海道に行
く機会をもらいました。平成30年に起こっ
た地震の被災地を取材するためです。
私たちは5つの被災地を取材しました。厚

真町の崖崩れ現場、厚真中央小学校、ハス
カップファーム山口農園、金川牧場、法城寺
です。実際に現場に行って見たり話を聞い
たりすることでテレビで見るより考えさせ
られました。崩れた山の斜面を実際に見て、
土砂が沢山崩れ落ちていて今まで見たこと
のない山でした。斜面がむきだしになってい
てこわくなりました。厚真中央小学校では
物が落ちない工夫がされていました。私た
ちは避難訓練をしますが、この小学校では
していないと聞いて心の傷が大きいんだな
思いました。牧場や農園では牛などにもスト
レスがかかったり当たり前のようにあった
電気がなくなることでいつもの仕事にも影
響があったり、畑がめちゃくちゃになったら
また一からやり直しになり気持ちも大変だ
と思いました。
北海道大学で実際に液状化のことなど

を知れたこともすごく心に残りました。地震
は、偶然というふうに思っていましたが、対
策をしていたら被害は少ないということも
分かりました。震災の対策として、地域とし
ても備えていかなければならないし、一人一
人の気持ちの持ち方も考えていかなければ
ならないと思います。今回、現地に行き、取
材をすることができ、私にもできることがあ
ると感じることができました。避難訓練の
大切さ、どこに逃げるのかなど、みんなで確
認したり物が落ちてこないようにしたり、家
や学校でもできることがあると分かりまし
た。もちろん対策はしていても起きてしまっ
たらパニックになるかもしれませんが、知ら
ないよりは対応することができるのではな
いかと思います。自分の身を守りながら、相
手の立場にも立って今回学んだことを学校
でも伝えていけるようになりたいと強く感
じました。

津市立一身田小学校 6年 立藤 すみれ
子ども新聞プロジェクトに参加して

こ
の
事
業
を
始
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た
き
っ
か
け
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、
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Ｒ
Ｃ
ス
タ
デ
ィ
・
セ
ン
タ
ー

で
Ｈ・Ｒ
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福
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。
そ
の
後
、
東
日
本
大
震
災
が

起
こ
り
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？
と
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Ｒ
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フ
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福
島
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で
き
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こ
と
を
行
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て
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ま
し
た
。
そ
の
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も
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等
で
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島
県
磐
城
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と
の
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、
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ら
２
年
後
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指
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者
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計
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問
し
ま
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た
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か
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、
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月

日
が
流
れ
、
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青
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流
事
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詩
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者
３
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１
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の
計
７
名
で
訪
問
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、３
年
の
月
日
が
流
れ
、

令
和
元
年
、
第
３
回
目
の
福
島
県
青
少

年
赤
十
字
交
流
事
業
を
実
施
し
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南

開
晴
さ
ん
、
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地
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ん
、
落
合
海

吏
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、
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２
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の
計
５
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で
訪

問
し
ま
し
た
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福
島
県
青
少
年
赤
十
字

交
流
事
業
は
今
ま
で
に
３
回
実
施
し
、

私
は
３
回
と
も
引
率
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

福
島
県
の
約
８
年
間
の
変
化
を
見
て
き

ま
し
た
。

第
１
回
目
は
、
震
災
か
ら
２
年
し
か

経
過
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
復
興
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中
の
福
島
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を
見
ま
し
た
。
瓦
礫
の
残

骸
や
津
波
で
流
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れ
て
何
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な
い
場
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設
商
店
街
へ
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っ
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っ
て
訪
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復
興
へ
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け

て
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張
っ
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い
る
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々
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姿
を
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ま
し

た
。
ま
た
、
大
地
震
が
起
こ
っ
た
当
時

の
様
子
か
ら
マ
ス
コ
ミ
で
報
道
の
さ
れ

て
い
な
い
情
報
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
言
葉

も
聞
き
ま
し
た
。
現
地
の
人
か
ら
涙
を

流
し
な
が
ら
そ
の
時
の
辛
か
っ
た
話
を

聞
き
、
参
加
者
も
自
然
と
涙
し
な
が
ら

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

第
２
回
目
は
震
災
か
ら
５
年
が
経
過

し
、
徐
々
に
復
興
が
進
ん
で
い
る
福
島

県
を
見
ま
し
た
。
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岸
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へ
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た
、
記
憶
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た
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メ
モ
リ
ア
ル
的
な
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等
か
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ま
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あ
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れ
ま
し
た
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験
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さ
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を
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島
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気
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第
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周
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フ
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か
ら
の
声
を
聞
き
、
さ
ら
に
自
分
た
ち

の
Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
情
報

を
得
る
こ
と
は
出
来
ま
す
。
し
か
し
、

現
地
を
訪
問
し
、
実
際
に
自
分
の
目
で

見
て
納
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ

る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
全
国
で
活

動
し
て
い
る
青
少
年
赤
十
字
の
仲
間
と

一
緒
に
、Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動
の
魅
力
を
発
信

し
な
が
ら
、
お
互
い
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動
の

活
性
化
を
は
か
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

「
気
づ
き
・
考
え
・
実
行
す
る
」
精

神
を
忘
れ
ず
、
子
ど
も
た
ち
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
を
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。Ｊ
Ｒ
Ｃ
実
践
目
標
「
健
康
安

全
・
奉
仕
」
の
心
の
大
切
さ
を
思
い
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
「
仕
掛

け
」
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
こ
の
よ

う
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

令
和
元
年
度
の

加
盟
校・園

本
年
度
の
加
盟
登
録
し
た
学
校・園
は

３
９
５
校・園
で
す
。

青
少
年
赤
十
字
は
、「
健
康・安
全
」「
奉

仕
」「
国
際
理
解・親
善
」を
実
践
目
標
に
、

「
気
づ
き
」「
考
え
」「
実
行
す
る
」を
態
度

目
標
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。各
学

校・園
の
皆
さ
ん
が
学
校
や
地
域
の
状
況

に
応
じ
た
活
動
を
積
極
的
に
進
め
て
い

た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

な
お
、各
学
校
・
園
の『
活
動
紹
介
書
』

は
、令
和
２
年
１
月
３１
日
ま
で
に
三
重
県

支
部
へ
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

加盟数

保育園・幼稚園
小　　学　　校
中　　学　　校
義務教育学校
高  等  学  校
特別支援学校

69
229
86
1
9
1

合　計 395

「赤十字社展―赤十字 人道の軌跡―」を開催
日本赤十字社三重県支部創立130周年記念事業の一つとして
「赤十字社展」を開催します。赤十字の誕生から現在までの
歴史的な書物や日本赤十字社が所蔵する絵画等を展示します。

多くの皆様に赤十字の『人道』への想いに触れていただきたいと願っています。

期間

会場

令和元年10月19日㈯～11月4日㈪ 9：00～17：00
三重県総合博物館MieMu 2階「交流展示室」津市一身田上津部田3060

三
重
県
青
少
年
赤
十
字

賛
助
奉
仕
団
委
員
長

三
重
県
青
少
年
赤
十
字

賛
助
奉
仕
団
副
委
員
長

日
本
赤
十
字
社

三
重
県
支
部
事
務
局
長

三
重
県
教
育
委
員
会

小
中
学
校
教
育
課
長

三
重
県
教
育
委
員
会

高
校
教
育
課
長

三
重
県
教
育
委
員
会

社
会
教
育・文
化
財
保
護
課
長

三
重
県
小
中
学
校
長
会

（
伊
賀
市
立
阿
山
小
学
校
長
）

三
重
県
小
中
学
校
長
会

（
多
気
町
立
多
気
中
学
校
長
）

令
和
元
年
度

日程 第１日目

第2日目

第3日目

北海道大学で液状化実験

厚真町吉野地区〔大規模ながけ崩れが起きた現場〕

法城寺

桝田那由他氏（法城寺住職）

金川幹夫氏（金川牧場代表取締役）
金川牧場〔停電や断水で搾乳から出荷に大きな影響があった牧場〕
山口善紀氏（ハスカップファーム山口農園代表）
山口農園〔斜面崩壊により被害を受けた農園〕
池田健人氏（厚真中央小学校校長）
厚真町立厚真中央小学校〔避難所となった小学校〕
原 祐二氏（厚真観光協会事務局長）

渡部要一氏（北海道大学大学院工学研究院環境フィールド工学部門教授）

〔鐘つき堂が全壊するなど大きな被害を受けた寺。
 住職は東日本大震災でのボランティア活動の経験を
 活かして救援活動・復旧活動に取り組んだ。〕

ワークショップ 取材の振り返り

ワークショップ 取材の振り返り

ワークショップ 取材の振り返り

〔札幌市清田区の住宅街での液状化現象について学ぶ〕

令和元年10月 青 少 年 赤 十 字 （4）（1） 青 少 年 赤 十 字 令和元年10月



青 少 年 赤 十 字

熊野市立神上小学校
指導者  執行 ひろみ

トレセンを
ふりかえって

津市立倭小学校
6年 三田 真愛

初めての
トレセン

津市立橋北中学校
１年 黒蕨 美奈子

トレセンに
参加して

三重県立白子高等学校
3年 鈴山 友暉

トレセンで
学んだこと

　集団生活の中で出会った仲間と
協力したり、先を読み自主的に行動

を起こし

たり、自ら気づき、考え、実行する意
識をもって過ごした時間は、必ず皆

さんの力

となったことでしょう。今回のトレセ
ンで学んだことを今後の学校や地

域での生

活に活かし、皆さんがリーダーとし
てますます活躍できるよう期待して

います。

高校生は、これまで
の研修をふまえ、各自
がこれからどのような
行動をしていくのか、
5W1Hを活用して具
体的に考えるワークシ
ョップを行いました。

小学生の防災すごろくでは、ゲ
ーム感覚で防災の知識を学ぶこと
ができました。みんな夢中！

号令、チャイムな
どの「合図のない生
活」のため、連絡、よ
びかけ、案内などの
周知事項は掲示板
にて行いました。

広い芝生広場の、あらゆるものをじっく
り観察。物の数を数えたり、指差し確認を
したり、チームで手分けして観察をしました。

（注） H・Rとは、ホームルームのことです。
V・Sとは、ボランタリー・サービスのことで、今の生活をよりよくするために、だれから
命じられることもなく、自ら進んで周囲の人のために自分をいかすことです。

意識を失って倒れてい
る人と、ケガを訴えてい
る人を発見。チームで協
力して声を掛け合い、応
急処置を行いました。

アイマスクを着用し前が見えな
い状態の仲間を安全に誘導でき
るか挑戦。チームごとに個性ある
誘導方法が見られました。

朝のつどいでは、レクV・Sを中心に、
レクリエーションや体操、連絡等を行
い、一日を元気よくスタートしました。

リーダーシップ・トレーニング・センター（ト
レセン）の歴史は古く、第１回は昭和26年
（1951年）に、小学校と中学校のトレセンが２
泊２日の日程で、津市立藤水小学校で行われ
ました。そして、翌２７年に高等学校が参加し、
３泊４日で行われました。これがトレセンの始
まりです。以降、台風等によって中止になった
年もありましたが、毎年夏休み期間中に実施
されてきました。
トレセンの目的である学校や社会で活躍で
きるリーダーの養成をめざして今後も実施し
ていきます。小学生は5・6年生、中学生は1・2
年生を対象としています。多くの児童・生徒の
皆さんに参加していただくことを願っています。

よくがんばりました！

矢印をたよりに
関所を探したよ！

仲間と楽しい
食事の時間♪

FW

記
念
品
も

も
ら
っ
た
よ
！

アイマスクをした
仲間を上手に
誘導できるかな？

トレーニングセンターで得た知識・技術を、H・Rごとに実践！
みんなで協力して、学んだことを活かした行動ができました。

リーダーシップ・トレーニング・センターリーダーシップ・トレーニング・センターリーダーシップ・トレーニング・センター

話してはいけないというルー
ルを守り、仲間と意思疎通を計
ったり、協力して問題をクリア
しました。

クリップや輪ゴムなどを、すべて道具
を使って所定の位置まで落とさないよう
に運びます。作戦を練りながら、制限時
間内に運び出せるようがんばりました。

三角巾を使った
応急処置を実践

心臓マッサージや
AEDを使っての救助

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で

伝
え
る
の
っ
て

難
し
い…

V・Sの時間では、庶務
V・S、食事V・S、レクV・S、
生活健康V・Sの4つが、そ
れぞれの活動の場で自主
的に話し合いや作業を行
い、全員の快適な生活の
創造に努めました。

絶
対
無
言
を

つ
ら
ぬ
い
て
！

無言の世界

防災

リーダーシップ・トレーニング・センターを終えて

小学校 7/31（水
）～8/2（金）

中学校 8/4（日）～8/6（火）

高等学校 7/31（水）～8/2（金）
フィールド
ワーク

レポート

救急法

暗黒の世界

閉会式

道具を使って倉庫から

避難所まで物を運ぼう！

救急法

観察ゾーン

RC・JRC

暗黒ゾーン

掲示板 ワークショップ

V・S
ボランタ

リー・

サービス

何があるかよく観察してみよう

アルバム制作中…

本年度も、青少年赤十字リーダーシップ・
トレーニング・センター（トレセン）を、

三重県立鈴鹿青少年センターにて開催しました。
赤十字・青少年赤十字に関する知識を学習しながら、

自主・自律の精神を身につけ、それぞれに
リーダーシップの取り方を学んだ2泊3日間。
さまざまなプログラム・学習を通じ、

輝く皆さんの姿がたくさん見られました。

三重県支部創立130周年『トレセン』

白！！」と笑ってくれました。
とてもうれしい一日になりま
した。
二日目はH・Rでやったげ
き（スタンツ）がとても楽しか
ったです。げきでまちがって
もみんな笑ってくれて、先生
方が言ったように「失敗して
もいいんだ！」と思いました。
でもその失敗を土台にして
これからどんどんがんばって
いこうと思います。
今は三日目です。一日目は
人とも話せなかったけど、今
はとなりに友達がいます。ト
レセンで仲良くなった子です。
私はトレセンでたくさん成長
しました。これからこのこと

私はトレセンに行くのは初
めてでした。でも、みんな優
しいし、面白いし、一緒にい
て安心できました。トレセン
一日目はきんちょうして、H・
R（ホームルーム）では全然話
せませんでした。でも夜みん
なとごはんを食べるとき、い
っぱい話せました。最近面白
いことがあったことなど話す
とうなずいてくれたり、「面

を活かしもっともっと成長し
たいです。

私は、今回初めて青少年赤
十字リーダーシップ・トレー

ニング・センターに参加しま
した。最初は、「トレセン」と
は何なのか？ どのようなこ
とを中心にするのか？ 緊張
しながらも、少しの楽しみが
ありました。始まってみると、
普段の生活とは違うことが
ありました。それは、学校で
は「今から〇〇をするので、
〇〇と〇〇を準備してくださ
い。」等の先生からの指示が
ありますが、トレセンでは、そ
の指示が先生からは言われ
ませんでした。全て自分たち
で掲示板を見て、「気づき、考
え、実行する」ことが求めら
れていました。
V・Sという仕事を仲間と共

にこなすことや、H・Rで話し
合いをすることなど、あたり
まえだと感じていたものが、
とても大切なものだと感じら
れました。どんなに小さな仕
事でも、みんなの協力が必要
であることも改めて感じるこ
ともできました。「リーダー」
というのは、誰か一人が先頭
になって行動をする人だと思
っていたけど、みんなが、一人
ひとりが責任を持ってこなす、
その人たち一人ひとりがリー
ダーなんだと感じました。こ
の３日間で学んだことを私の
人生に活かし、みんなの役に
立てる自立した人間になれ
るように頑張ります。

私はこの3日間で大変貴
重な経験をしました。まず1
日目では赤十字社がどうい
った経緯でつくられたのか
という、その歴史や創始者で
ある「アンリー・デュナン」に
ついて学び、理解を深めるこ
とができました。それにより、
日赤の活動の根底にあるも
のが何かを意識し、今後の活
動に臨んでいこうと思いまし

た。２日目の防災や救急法に
ついての研修は災害時に実
際に役に立つ技術を学ぶと
ともに、近い将来起こると言
われている大災害に対してど
ういった準備をしなければな
らないのかを仲間と考えた
ことで、災害に対する意識が
変わりました。また、２日目で
は他にも「国際理解・親善」の
研修を行い、ベトナムの文化
について学びました。これに
より私は、国や文化が違えば
考え方も違うということを理
解し、ものごとを色んな角度
で見ることによって互いの気
持ちを読み取り、世界中の
人々と交流して仲を深めてい

きたいと思いました。３日目
のフィールドワークでは、人
では到底知識力が及ばない
AIにはないような創造力や
仲間との協力によって、多く
の課題をクリアしていくこと
ができました。この３日間、責
任感やコミュニケーション力
などの多くの能力を向上させ
ることができました。この経
験をこれからの活動にしっか
りと活用していきたいと思い
ます。

私がトレセンに関わり始め
たのが平成15年、今から16
年前です。その年のトレセン
の参加者は70名、紀南から
は37名、スタッフは21名と記
録しています。会場は熊野少
年自然の家でした。これまで
のトレセン会場は熊野少年
自然の家で4回、四日市少年
自然の家で1回、津市青少年
野外活動センターで4回、三

重県立鈴鹿青少年センター
で7回。やはり環境が整って
いる鈴鹿青少年センターがト
レセン会場として一番ふさわ
しいと思います。
「3日間、すごく楽しかっ
た。」「来年もトレセンに参加
したい。」「新しい友だちがで
きてうれしい。」「こんなに自
分が変わることができるな
んてびっくりした。」等と素晴
らしい感想が寄せられ、子ど
も達は参加して満足していま
す。私も子ども達同様に参加
する度に多くの先生方や日
赤職員に出会い、学校間の
情報交換ができたり、日頃の
悩みをお互い出し合ったり、

泊を共にすると心の絆が一
段と深まること間違いなしだ
と思っています。
トレセンでは、
①命令しない、されない生活
②五分前行動
③気づき、考え、実行する　
④掲示板を見て行動する
ことが重視されます。
研修内容は長年ずっと同
じですが、リーダー養成にふ
さわしく、何と言っても一番
盛り上がるのが赤十字をテ
ーマにしたスタンツです。最
近、ジッコイ・ワールドによる
スタンツを披露し、好評を得
ています。恥を捨てての先生
方の演技は圧巻で子ども達

から大きな拍手をもらってい
ます。
トレセンで学んだことを本
当に自分のものにするため
には、色々なことに興味を持
ち、巾広く知識を得ることが
大切だと思います。
最後に働き方改革が強く
叫ばれている現在、スタッフ
は集まるのだろうか、若い先
生方にも参加していもらいト
レセンの醍醐味を味わって
頂きたいという思いがありま
す。私は来年３月現場を退職
します。長い間、トレセンに
関わらせて頂きありがとうご
ざいました。楽しい思い出が
いっぱいできました。

令和元年10月（3）


